
⼈間関係 軋轢 就業措置�

私傷病 就業措置�
 精神疾患 ⻑期病気休業 増加
（右図�地⽅公務員安全衛⽣推進協会�2022）。精
神疾患 、⽣活習慣病 ⾔ 、病
気 責任 所在 容易 。精神疾患

、性格
多 ⽣ 。課題 解決 予防 関

係者 情報共有 連携 必要 。
、産業医 、休職事由 精神障害（適応障害）

寛解 認 、他 職員 発⽣ 可能性 ⾼ 判断 復職不可
、裁判所 、産業医 判断 休職事由 無関係 復職 認 事例（東京⾼判平

30•10•11、横浜地判平30•5•10） 、⼈間関係 軋轢 就業措置 考 。�

主治医 診断�
 主治医 ⽬線 困 訴 受診 患者 ⽬線 移 、患者 語 体験 重 。業務 役
割 責任、組織 関係性、上司 同僚 ⼈間関係、個⼈ 素質（脆弱性） 病気 要因
⾒極 。 治療 就業 両⽴⽀援 取 組 。主治医 就業可能 診断書
提出 、 疑問 持 事業者（⼈事労務担当者） 産業医（ 専⾨医） 意⾒ 求

。�

産業医 意⾒�
 産業医 主治医 診断 踏 、労働者 健康 労働負荷 評価 、就業可能 判断
。就業 可否 労働者 経済基盤 、科学的根拠 基 合理的 判断 求

。中⽴性 独⽴性 担保 。同時 労働者 ⾃尊⼼ 傷 配慮
。主治医 意⾒ 事業者 依頼 産業医 意⾒ 対⽴ 場合、多 産業医

判断 信⽤性 。産業医 発症前後 職場環境 就業状況 把握 ⽴場
。 事例 、裁判所 産業医 意⾒ 信⽤性 正⾯ 否定 、⼈間関係 軋轢 就
業措置 判断 無関係 。 産業医 、当該職員 他 職員 不満 不信 強
、協調性 ⽋如、攻撃的⾔動 認 。�

事業者 管掌��
  事例 、⼈間関係 悪化 業務 影響 労務管理 適切 対応 、事
業者 管掌 。私傷病 休職 解雇猶予 制度 、休職事由 消滅
労働契約 従 労務 提供 。裁判所 事業者 当該職員 病気休職 利⽤
休職期間満了 理由 退職 指摘 、到底採⽤ 結論 。事業
者 意思決定 過信 。��

⼈間関係 軋轢 対応 職場復帰⽀援�
 厚⽣労働省 発⾏ 、⼼ 健康問題
休業 労働者 職場復帰⽀援 ⼿引 、

職場復帰可否 判断 際 項⽬ 、右表 例
⽰ 。就業可能 必要条件 ⽰

、将来懸念 ⼈間関係 軋轢 対応 、
現在実施 職場復帰⽀援 分 考

思 。�
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精神・行動の障害
新生物
循環器疾患
消化器疾患

長期病休者数（地方公務員10万人あたり）

職場復帰可否を判断する際の項目 

1. 労働者が十分な意欲を示している 

2. 通勤時間帯に一人で安全に通勤できる 

3. 決まった勤務日、時間に就労が継続して可能である 

4. 業務に必要な作業ができる 

5. 作業による疲労が翌日までに十分回復する 

6. 適切な睡眠覚醒リズムが整っている、昼間に眠気がない 

7. 業務遂行に必要な注意力・集中力が回復している


